
S156-P015 会場: ポスター会場 時間: 5月 17日

深部低周波微動活動（2009年 2月，東海地域）の地震学的複合観測

Seismological comprehensive observation of the deep low-frequency tremor at Tokai sub-
duction zone in February 2009
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2009年 2月 5日から東海地域で深部低周波微動（または地震。以後、LFEと呼ぶ）が活発化したが、その震源域及び
その周辺で地震学的複合観測を行ったので報告する。　 Hi-Netの観測によって LFEが東海地域でも発生することが既に
報告（例えば、Obara, 2002, Katsumata and Kamaya, 2003,鎌谷と勝間田, 2004）されている。最近、名古屋大学地震火山
防災研究センターと東濃地震科学研究所は、「巨大地震震源域縁辺で発生する低周波現象の物理的モデルの構築」のため
の共同研究を計画した。その第 1歩として、2008年に既存の定常観測に加えて臨時のアレー観測網や広帯域観測点を設
置し、東海地域の LFE活動の再開を待って観測（以後、定常観測を含んで「複合観測」と呼ぶ）を続けてきた。東海地
域の LFE活動は 2008年 11月以後暫くなかったが、2009年 2月 5日から 12日（現在）まで活発になり、複合観測網で
も以下のように観測することができた。
（2ヶ所のアレー観測）
豊田市下山と愛知県東部の鳳来の 2ヶ所でアレー観測を続けてきた。下山の観測点では 1辺が１００ｍ程度の三角形

状の領域に 6個の高感度３成分地震計を設置して、NTTの ADSL回線を利用し、オンライン化している。　それによる
と、2月 9日 2時 10分から 15分（日本時間）の間に、かなり明瞭な LFEが記録されている。　記録は全体的にノイズ
のように複雑であるが、部分的にパルス状な波形も見られる。　一方、鳳来の観測点では 12個の高感度３成分地震計を
設置して、現地収録している。　この原稿を書いている時点では、データの回収は行っていないので、記録内容はまだ
不明である。　これら 2ケ所のアレー観測データを使って、LFEの詳細な震源やそれらの移動の様子が明らかになるこ
とが期待される。
（広帯域地震観測）
LFEの震源域に比較的近い岐阜県東濃地域 3ケ所と愛知県内にある 5ケ所の定常的な広帯域地震観測点でも LFEを

観測できた。　岐阜県内の地震計はそれぞれ正馬様観測点 (SMS4)の CMG3T、瑞浪観測点 (MZN) の STS-1、戸狩観測
点 (TGR165)の VSEである。　愛知県内の地震計はそれぞれ豊根観測点 (NU.STN)の STS-2、稲武観測点 (NU.NAIB) の
STS-1、三河観測点 (NU.MIK) の STS-2、犬山観測点 (NU.INU1)の STS-2と F-netの旭観測点 (N.NAAF)の STS-1であ
る。いずれの地震計の記録もまだ詳細に調べていないが、長周期な波形をもつ地震及び微動の検出が期待される。
（加速度計による高密度地震観測網）
東濃地域に加速度計を持つ約 50ケ所のトリガー収録型地震観測点が配置されていたが、最近それらの内の 18ケ所を

連続記録できるようにした。　これら観測点の記録を調べたところ、その一部で、LFEが観測されていることが分かっ
た。　
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